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研究成果の概要（和文）：産褥早期に比較し、産後1か月では乳頭横の乳腺幅が減少し、乳汁貯留像の直径が増大して
いた。また、産褥早期には粗目（細かい点状）の画像が多く見られたが、産後1か月では、線葉境界面が明確となり、
周囲間質と浮腫状間質の違いがより鮮明となった。　産褥早期はうっ積やうつ乳により、乳房内全体に血液や乳汁が貯
留し、間質の違いが不明になったと考えられる。産後１か月では湧き乳への変化が見られるため、うつ乳でない時は、
乳房内画像において乳腺幅は減少し、線葉境界面や間質は浮上し、小葉を含んだ周囲間質と脂肪を含んだ浮腫状間質の
違いが明らかになり、産褥早期に見られるうっ積とその後のうつ乳の硬結画像の特徴が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Compared to the early postpartum (from 2 to 4), breast nipple lateral width was 
decreased in one month after birth, the diameter of the milk storage image was increased. In addition, 
although the early postpartum image was seen a lot of coarse (fine point-like), the glandular lobe 
boundary surface was clearer, and the difference were clearer between surrounding stroma and edematous 
stroma too in the 1 month after birth.The difference of stroma considered to have become unknown due to 
blood and milk were stored within the breast in early postpartum. The breast is changing to the breast 
springing during 1 month after birth, when it is not stored milk, mammary gland width decreases in the 
intramammary image, the glandular lobe boundary surface and stroma were emerged, the difference between 
the surrounding stroma including lobular and edematous stroma containing fat were revealed.
It suggested that characteristics of the induration images of blood and milk were stored within the 
breast.

研究分野：医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
島田は、『産後１か月間の母子の心配事と
子育て支援のニーズおよび育児環境に関す
る全国調査‐「健やか親子 21」5年後の初経
産別、職業の有無による比較検討』で、母親
の心配事で多かった内容を睡眠不足・疲労に
次いで二番目が乳房トラブル 24.6%であると
し、この値は平成 11 年 19.7%より有意に増加
していたと報告していた 1。この乳房トラブ
ルを引き起こす主な原因のひとつに乳房硬
結が認められたため、本研究者は 2007 年よ
り超音波による画像診断の研究を実施して
きた。産褥期の正常乳腺と比較し、乳管拡張
や乳汁貯留腫（乳瘤）による乳房硬結が産褥
早期に超音波画像にて明らかになり、超音波
の有効性を確認してきた２。同時に、母乳外
来、地域施設において多数の授乳に関連した
研究を行ってきた。 
 
２．研究の目的 
本研究では産褥期に発生する乳房硬結（乳
房の塊）に対し，超音波検査を用いて横断・
縦断的に調査を進め乳房硬結の実態を明ら
かにすることである。 
(1) 産褥期の画像撮影の時期を検討するた
めに、産褥期の直接授乳前後における乳腺組
織の厚さを計測し、変化があるのか、変化が
ある場合は授乳量との関連があるのかを検
討した。 
(2) 産褥早期と産後 1 か月の乳房状態を横
断・縦断的に超音波撮影することにより，産
褥早期に発生する乳房硬結の特徴を明らか
にした。 
 
３．研究の方法 
 (1)平成 25 年 1月～9月、A大学病院産科で
出産し、母児同室で直接授乳をしている褥婦
51 名。撮影時期は産褥 4～7 日。撮影は 1 回
の直接授乳前後に実施し、超音波画像にて左
右の各々の乳頭横より外側と乳頭横から腋
窩中央を直線で結んだ外側にプローブを置
き、乳頭真横の部分の乳腺の厚さを計測した。
また、児の哺乳量を測定した。 
 
(2)平成 25 年 9 月～平成 26 年 2 月、B 産婦
人科医院で出産した母親 24 名を対象とした
（産褥早期の横断研究）。撮影は授乳後に行
った。24 名中、産褥早期と産後 1か月の両方
の超音波画像が得られた 11 名を縦断研究と
して分析した。産後 1か月時に母乳栄養であ
った初産婦 6 名、経産婦 2 名を対象とした。
画像分析は、乳房の超音波診断を行っている
研究者 2名で行った。 
 
４．研究成果 
 (1)① 分析対象者は初産婦 15 名、経産婦
33 名の計 48名、乳房数 91 であった。乳腺組
織の厚さは、授乳前が平均値33.6±8.86㎜、
授乳後が平均値 32.0±8.47 ㎜であり、授乳
前後で有意に減少した（ｐ＜0.01）。また、

分娩歴別では初産婦（p=0.01）、経産婦（p＜
0.01）ともに有意であった。厚さの減少とし
て考えられることは体積の減少であり、一つ
には乳汁の排出ともう一つには血液循環の
促進が考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 乳腺組織の厚さの差と授乳量で，弱い相
関があった（r＝0.27，ｐ＜0.01）。さらに初
産婦では有意な相関を示したが（ｒ＝0.40）、
経産婦では相関がなかった（ｒ＝0.19）。 
 
 
 

 
 
４．研究成果 
 (1) 
 
 
 
 
 
①②の結果より、超音波画像診断では、撮影
が授乳前後で乳腺の厚さが変化することが
明らかとなり、乳腺拡張像、硬結画像への影
響を考え、授乳後に撮影を統一することとし
た。 
 
(2)①産褥早期（2～4 日目）に比較し、産後
1 か月では乳頭横の乳腺幅が減少し、乳汁貯
留像の直径が増大していた。また、産褥早期
には粗目（細かい点状）の画像が多く見られ
たが、産後 1か月では、線葉境界面が明確と
なり、周囲間質と浮腫状間質の違いがより鮮
明となった。 
 

 
産褥早期        産後 1か月 



産褥早期はうっ積やうつ乳により、乳房内
全体に血液や乳汁が貯留し、間質の違いが不
明になったと考えられる。産後１か月では湧
き乳への変化が見られるため、うつ乳でない
時は、乳房内画像において乳腺幅は減少し、
線葉境界面や間質は浮上し、小葉を含んだ周
囲間質と脂肪を含んだ浮腫状間質３の違いが
明らかになったと考える（下図参照）。また、
画像を縦断的に比較することにより、産褥早
期に見られるうっ積による硬結画像の特徴
が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②産後 1か月後においては、長期間排乳さ
れなかった乳汁あるいは乳腺炎後の膿汁に
より固形化した腫瘤（画像）は、一塊の等エ
コー画像として、観察された。うっ積画像に
は、周囲を取り巻く低エコー画像は見られず、
粗目（細かい点状）の高エコー画像として捉
えられた。 
 
①②の結果より、乳房硬結として残存して
いく乳房内画像を捉えていくためには、産褥
早期の乳房内画像の解析が必要であり、産褥
早期と産後 1か月の超音波画像を比較、周囲
間質と脂肪を含んだ浮腫状間質の違いが明
らかとなり、硬結部位が指摘できる可能性が
示唆された。今回の研究では、産褥早期に生
じる血液循環不全によるうっ積や乳汁が排
出されないために生じるうつ乳それぞれの
間質不明瞭な特徴的画像を得ることができ
た。残存する硬結として、線葉境界面や間質
が浮上されない、小葉を含んだ周囲間質と脂

肪を含んだ浮腫状間質の違いが不明瞭であ
る画像に注意していく必要がある。今後はう
つ積からうつ乳に変化する画像や硬結の減
少パターン等を捉え、時期と硬結の特徴パタ
ーンを明らかにしていくことが重要と考え
られた。 
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